
土地改良記念碑探訪

十曽池と記念碑

大口の十曽池は、野田の上特手大のため池（獄ダム）と同様、戦時下の苦難

の時期に地元農民等の労力奉仕により、県営かんがい排水事業山野地区とし

て築造されたため池である。

昭和９年の大干ばつの苦しみを子孫に味わわせたくない一念で、町長をはじ

め地域住民一体となって、１１年の工事期間を費して完成した。碑銘は徳富

蘇峯によるものである。

その後、県営老朽ため池補強事業が昭和３８年から３９年に実施され、堤体

が補強された。

維持管理は十曽土地改良区が行っている。
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